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解 説
Ⅰ 大気中の二酸化炭素濃度と地球温暖化

に さん か たん そ のう ど おんだん か

問１ 地球の陸地と海洋の面積比は約３：７，また，陸地の北半球と南半球の面積比は約２：１になってい
めんせき ひ

ます。大気中の二酸化炭素濃度とその季節変化の原因は主に陸上の生物活動によるものなので，地球全体
げんいん

で考えると，北半球の方がこれらの変化が大きく見られることになります。気温が高い時期では，植物の

光合成が活発になるため，二酸化炭素濃度の低下が見られ， 逆 に気温の低い時期では，菌類・細菌類に
ぎゃく きんるい

よる分解活動が優勢となるため，二酸化炭素濃度の 上 昇 がみられることになります。
ぶんかい ゆうせい じょうしょう

問２ 図３は 炭素 循 環を表したもので Ａは植物 生産者 Ｂは動物 消費者 Ｃは菌類・細菌類 分， ， （ ）， （ ）， （
じゅんかん

解者）を示し，①・②・⑦は二酸化炭素の放出，また，③は植物の光合成による二酸化炭素の吸 収をそ
しめ きゅうしゅう

れぞれ示しています。

問３ 北半球の低緯度では，年間を通して気温が高く，植物の光合成が活発な 状 態が続きます。南半球は
い ど じょうたい

陸地が少なく，陸上生物の数自体が少ないため，二酸化炭素濃度の変化が小さくなっています。

問４ 図１のグラフで，変化が大きい方からＸ・Ｙ・Ｚになってるので，北半球中緯度の 綾 里，北半球低
りょう り

緯度のマウナロア，南半球のグリム 岬 の順とわかります。また，グリム岬（Ｚ）では，濃度の上昇・低
みさき

下の向きが綾里（Ｘ ・マウナロア（Ｙ）と逆になっていて，ここからも夏・冬が北半球と逆になる南半）

球であることがわかります。

問５ 問題文から，大気中の二酸化炭素の濃度は「夏に低下し，冬に上昇する」ということがわかります。

ａ～ｄのうちで濃度が最も低くなるａは，夏に近い６月・９月のいずれかが考えられますが，ａが６月だ

， ， ， 。とすると ａ～ｂ間で 夏なのに二酸化炭素濃度が上昇してしまうので 問題文のきまりと矛盾 します
む じゅん

したがって，ａに６月はあてはまりません。ａが９月とすると，ｂが12月，ｃが３月，ｄが６月となりま

す。このとき，問題文の「夏に低下し，冬には上昇する」というきまりに合致します。
がっ ち

Ⅱ 金属の重さと体積
きんぞく

問１ 都市で大量に廃棄される家電製品のうち，特に携帯電話・パソコンなどの中には貴金属や希少金属が
はい き せいひん けいたい き きんぞく

含まれていて，これらは有用な資源と考えられています。
ふく し げん

問２・３ １円玉はアルミニウムで作られています。アルミニウムは，金・銀・銅や鉄に比べて，１ あた安
どう くら

りの重さが軽い金属です。また，鉄は磁 石に引きつけられるため，他の金属との分離は容易です。
じ しゃく ぶん り よう い

理 科



問４ 金メダル１つに使われている金は６ｇなので，携帯電話120台（６÷0.05）が必要となります。

問５ 銀メダル１つの重さは550ｇなので，その体積は約52.4 （550÷10.5＝52.38…）とわかります。安

問６ 銀550ｇ分と同じ体積の金と表面の６ｇの合計になるので，約1017ｇ（550× ＋６=1016.9…）と
10.5
19.3

わかります。

Ⅲ 植物と環 境
かんきょう

問１ クヌギ・コナラは落葉樹，スギ・ヒノキは人工林の７割をしめている 常 緑 樹です。
らくようじゅ わり じょうりょくじゅ

問２ セイタカアワダチソウ・ヒメジョオン・シロツメクサは，身の回りでもよく見られる外来種です。ス

ギナは，種子ではなく，胞子でふえる植物です。ツクシは，スギナの地下茎からのびて地上に出て，胞子
ほう し ち か けい

を放出します。

問３ かく乱地や草刈地は，定期的に植物がなくなるため，日当たりもよく，繁 殖 力の強い外来種が唄
らん くさかり はんしょくりょく

多く見られ，逆に絶滅危惧種は，これらの外来種の増加のために追いやられてしまうことになります。
ぜつめつ き ぐ しゅ ぞう か

常緑樹林の中は，年間を通して日光が入りにくいので，陰生植物しか見られませんが，落葉樹林の中欝
いんせい

は，秋から春までの間では森林内に日光が入るため，陽生植物が見られることがあります。
ようせい

陸上生活する植物は，葉の裏に多く見られる気こうから水 蒸 気を放出（ 蒸 散）しています。水中の蔚
うら すいじょう き じょうさん

ように浮 力がはたらかないため， 丈 夫な茎でからだを支えなければいけません。また，根で土中の水
ふ りょく じょう ぶ くき ささ

をからだに取り入れなくてはいけません。

Ⅳ さおはかり

問１ さおはかりの０めもりの位置は，支点から4.5㎝（(45×15－15×15)÷100）になります。
し てん

問２ 皿に10ｇのものをのせると，これとつりあわせるためにおもりを1.5㎝（10×15÷100）右に動かさな

ければなりません。

問３ 10ｇごとにおもりを1.5㎝右に動かすので，180ｇではおもりを０めもりから27㎝（1.5×180÷10）動

かして31.5㎝（4.5＋27）となります。

（ ） ， （ ） 。問４ ０めもりから棒の右端までが40.5㎝ 60－15－4.5 なので 270ｇ 100×40.5÷15 とわかります
ぼう みぎはし

問５ 問１と同様に考えると，０めもりの位置は，支点から３㎝（ 45×15－15×15)÷150）となり，そこ（

から棒の右端までが42㎝（60－15－３）なので，420ｇ（150×42÷15）まで量ることができます。

， ， 。 ，問６ 以上の結果から おもりの重さを変えると ０めもりの位置・10ｇのめもり間隔が変わります また
かんかく

おもりの重さが50ｇ（150－100）増えると，量れる最大量が150ｇ（420－270）増えることになります。

Ⅴ 水と氷の体積変化

問１ 氷は水とふれているほうが早くとけることから，水が減らないＣの氷が最も早くとけ，とけた水が下
へ

から１㎝しかないＡの氷が最もとけにくいことになります。これは，水が空気よりも熱を伝えやすいから

だと考えられます。

問２ 氷のようすは，Ａは水にふれている部分がわずかで形に大きな変化はなく，Ｃも水面上に出ている氷

はわずかで形に大きな変化はないと考えられます。Ｂでは，水面上と水中でとけかたの差が見られると考

えられます。とけた水の高さは，Ａ・Ｂではそれぞれの穴の高さまでになります。Ｃでは，氷が半分とけ
あな

ていますが，氷が水に浮いている状態なので，水面の高さは初めと同じ15㎝のままになります。
う




